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行政のお知らせ

市制施行74周年・文化の日記念式典を開催しました
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功労の事績
　山口氏は、平成23年3月から令
和5年3月までの12年間、行田市
監査委員の在任期間を通じて行田
市代表監査委員として在任し、公
正で効率的な市政運営確保のため
尽力しました。
　この間、市では厳しさを増す財

政状況に対応するため、補助事業の見直しなどの行財政改革
を進める一方で、東日本大震災による防災意識の高まりを受
けた防災・減災対策の充実や、人口減少・少子高齢化対策を
はじめとした地方創生に係る施策を積極的に進めるととも
に、行田市ならではの観光資源や歴史資源を生かしたまちづ
くりにも取り組むなど、幅広い分野で多岐にわたり事業を展
開してきました。また、令和2年度以後は、新型コロナウイ
ルス感染症の影響を大きく受け、特別定額給付金の給付事務
やワクチン接種の実施に係る事務などの事務処理、国の地方
創生臨時交付金を活用した感染症対策、新しい生活様式に対
応するための取り組みなども加わり、予算執行事務は複雑多
岐にわたりました。同氏は、こうした課題に対して、監査の
意義として、単に不正行為や非違行為の摘発を旨とするだけ
でなく、地方自治法に規定された「地方公共団体は、住民の
福祉の増進に努めるとともに、最少の経費で最大の効果を挙
げるようにしなければならない」という理念を具現化すべき
との考えのもと、高い識見と豊富な経験、さらには冷静な判
断と厳正な態度を持って、定期監査、例月現金出納検査、決
算審査を行うなど、常に適正な監査を行い、行財政の健全性
の維持に尽力しました。
　また、平成23年5月から令和5年3月までの約11年10
カ月間は、行田市土地開発公社理事を兼任し、公用地の先行
取得などを行うことにより、地域の秩序ある整備と市民福祉
の増進に寄与するなど、本市における地方自治の発展に多大
な貢献をした功績は顕著であります。

自治功労表彰 山口　和之 氏
功労の事績
　木暮氏は、昭和55年に本
市で「古代蓮」と出会い、以来、
花蓮の研究や蓮をモチーフと
した数多くの芸術作品を制作
し、現在に至るまで、人形造
形作家・花蓮研究家として活
躍されています。

　平成21年には、同氏のこれまでの蓮関連作品の美
術展への出展や市の蓮を題材としたイベント講師を務
めるなどの活動に対し、蓮を通じた本市の発展に寄与
することを期待され、行田市蓮の大使に任命されまし
た。また、日展会友（工芸美術）、埼玉県美術家協会会員、
京都花蓮研究会会員として活動するとともに、蓮文化
研究会会長、全日中展友好大使などを歴任され、市内
外を問わず、文化・芸術に関する研鑽や貢献をなされ
ています。
　平成19年10月から平成23年9月までは、行田市
教育委員会委員として、優れた見識と卓越した指導力
により、教育施設・設備の整備や充実を図るとともに、
特に、自身の活動を基とする生涯学習分野における文
化・芸術事業の振興と発展に寄与されました。さらに、
本市の主要な観光事業の一つである田んぼアート事業
では、平成25年度事業の図柄として、同氏によりデ
ザインされた「古代蓮の精」が描かれ、田んぼアートと
いう巨大なスケールで蓮をモチーフとした作品が表現
されたことで多くの注目を集めました。
　また、古代蓮会館をはじめとする多くの市公共施設
に対して、その貴重な芸術作品を寄贈・展示されてお
り、同氏の蓮を通じた芸術活動により、多くの方々に
対し、市の花である「行田蓮（古代蓮）」への関心や意識
の醸成に資するなど、本市における文化・芸術事業の
振興と発展に多大な貢献をした功績は顕著であります。

文化功労表彰 木暮　照子 氏

市 民 功 労市 民 功 労

11月3日、「市制施行74周年・文化の日記念式典」が「みらい」文化ホールで開催されました。今年の式
典では、45人、15団体が表彰され、行田市長から表彰状が手渡されました。
　ここでは、表彰を受けた皆さんを紹介します。


